
教
育
と
女
性
の
力

「
ア
ラ
ブ
の
春
」
は
チ
ュ
ニ
ジ
ア
か
ら

始
ま
っ
た
。
2
0
1
1
年
1
月
、
そ

れ
ま
で
23
年
続
い
て
い
た
ベ
ン
・
ア
リ

大
統
領
の
長
期
政
権
が
市
民
に
よ
る
デ

モ
の
力
で
崩
壊
。
そ
の
後
、
す
ぐ
に
新

し
い
大
統
領
を
決
め
る
選
挙
を
行
う
の

で
は
な
く
、
ま
ず
は
国
家
の
基
本
と
な

る
憲
法
を
作
り
な
お
す
こ
と
か
ら
チ
ュ

ニ
ジ
ア
の
民
主
化
は
始
ま
っ
た
。
新
し

い
憲
法
を
制
定
す
る
た
め
の
制
憲
国
民

議
会
選
挙
が
行
わ
れ
、
14
年
に
新
憲
法

が
公
布
・
施
行
さ
れ
た
。

　

文
化
人
類
学
が
専
門
で
、
チ
ュ
ニ
ジ

ア
を
研
究
の
フ
ィ
ー
ル
ド
に
し
て
い
る

桜
美
林
大
学
教
授
の
鷹
木
恵
子
さ
ん
は

民
主
化
移
行
が
成
功
し
た
理
由
と
し
て
、

①
革
命
後
（
ベ
ン
・
ア
リ
大
統
領
の
失

脚
後
も
）
国
家
が
合
法
的
に
存
続
し
た

こ
と
、
②
民
主
化
移
行
過
程
で
軍
事

ら
れ
た
年
も
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、
独

立
と
同
じ
年
に
公
布
さ
れ
た
家
族
法
で

は
複
婚
（
一
夫
多
妻
婚
）
や
夫
側
か
ら

の
一
方
的
離
婚
を
禁
止
し
、
そ
の
後
も

教
育
の
権
利
の
男
女
平
等
、
参
政
権
の

男
女
平
等
、
公
共
部
門
で
の
就
労
機
会

と
賃
金
の
男
女
平
等
な
ど
を
法
制
化
し

て
い
き
ま
し
た
。
教
育
へ
の
投
資
と
女

性
の
地
位
や
能
力
の
高
さ
が
市
民
社
会

の
成
熟
に
も
つ
な
が
り
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

の
革
命
を
非
暴
力
で
成
功
さ
せ
た
重
要

な
要
因
に
な
っ
た
の
で
は
な
い
か
」
と

指
摘
す
る
。

地
域
間
格
差
を

な
く
す
た
め
に

　

そ
の
革
命
か
ら
10
年
。
力
強
い
リ
ー

ダ
ー
が
国
を
引
っ
張
っ
て
い
た
革
命
前

と
異
な
り
、
民
主
主
義
の
実
践
は
い
ま

だ
黎
明
期
に
あ
り
、
政
策
決
定
に
も
こ

れ
ま
で
と
比
較
し
て
多
く
の
時
間
を
要

す
る
。
革
命
の
原
因
だ
っ
た
地
域
間
格

差
や
高
い
失
業
率
は
あ
ま
り
改
善
さ
れ

て
い
な
い
。「
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
国
内
メ

デ
ィ
ア
が
こ
の
10
年
を
総
括
す
る
報
道

を
し
て
い
ま
す
。
政
権
交
代
が
く
り
返

さ
れ
て
政
治
が
安
定
し
な
い
こ
と
、
貧

困
率
の
上
昇
や
財
政
赤
字
、
失
業
率
の

高
止
ま
り
な
ど
を
革
命
後
の
実
態
と
し

て
報
じ
て
い
ま
す
」と
J
I
C
A
チ
ュ

ニ
ジ
ア
事
務
所
員
の
諸
星
緑
さ
ん
。
た

だ
、
国
内
課
題
の
実
態
に
関
す
る
報
道

が
出
る
こ
と
自
体
、
言
論
の
自
由
が
保

障
さ
れ
た
社
会
に
な
っ
て
い
る
こ
と
の

表
れ
だ
と
も
い
え
る
。

力
や
武
力
の
行
使
が
少
な
く
、
議
論
や

対
話
な
ど
平
和
的
な
方
法
で
合
意
形
成

が
図
ら
れ
た
こ
と
、
③
強
い
市
民
社
会

の
後
押
し
が
あ
っ
た
こ
と
、
④
特
に
女

性
の
活
躍
が
あ
っ
た
こ
と
、
⑤
も
と
も

と
教
育
水
準
の
高
い
国
で
あ
っ
た
こ
と

を
挙
げ
る
。

　

チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
革
命
は
10
年
12
月
に
、

同
国
中
部
の
町
の
シ
デ
ィ
ブ
ジ
ッ
ド
で

野
菜
を
売
っ
て
い
た
露
天
商
の
青
年
の

焼
身
自
殺
が
発
端
と
な
っ
た
。
青
年
の

路
上
販
売
を
厳
し
く
取
り
締
ま
っ
た
行

政
へ
の
抗
議
、
長
年
続
い
て
い
た
失
業

率
の
高
さ
や
経
済
格
差
、
大
統
領
一
族

に
よ
る
富
の
独
占
な
ど
へ
の
不
満
が
爆

発
し
、
デ
モ
と
な
っ
て
革
命
へ
と
つ
な

が
っ
た
の
だ
っ
た
。

「
チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
は
〝
二
つ
の
チ
ュ
ニ

ジ
ア
〞
と
い
わ
れ
る
地
域
間
格
差
の
問

題
が
あ
り
ま
し
た
。
観
光
開
発
も
進
む

北
部
や
沿
岸
部
と
、
開
発
が
遅
れ
て
い

る
南
部
や
内
陸
部
と
の
経
済
格
差
で
す
。

ま
た
、
若
年
層
の
失
業
率
の
高
さ
も
大

き
な
問
題
で
し
た
。
11
年
の
失
業
率
は

約
18
パ
ー
セ
ン
ト
、
な
か
で
も
若
年
層

の
失
業
率
は
約
42
パ
ー
セ
ン
ト
、
高
学

歴
者
の
失
業
率
は
約
29
パ
ー
セ
ン
ト
と

い
う
高
さ
で
し
た
」
と
鷹
木
さ
ん
は
革

命
当
時
の
社
会
背
景
を
解
説
す
る
。

　

た
だ
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
は
1
9
5
6

年
に
フ
ラ
ン
ス
か
ら
独
立
し
た
後
、
初

代
の
ブ
ル
ギ
バ
大
統
領
に
よ
っ
て
教
育

と
女
性
の
権
利
保
障
の
制
度
整
備
に
力

が
入
れ
ら
れ
て
き
た
。鷹
木
さ
ん
は「
教

育
分
野
に
国
家
予
算
の
約
3
割
が
充
て

2011年10月に行われた制憲国民議会選挙では日
本政府からも選挙監視団を派遣し、JICA職員も参加
した。

上 ： チュニジア中部の町、シディブ
ジッド。革命の発端となった露天商
の青年への取り締まりはこの町で起
きた。
右 ： 町の中央郵便局には焼身自殺
をした青年を描いた垂れ幕が飾られ
ていた（2015年3月撮影）。

女性たちが作る民芸品。

チュニジア南部の一般家庭で。

上 ： 「世界女性の日」に首都チュニスの目抜き通りであるブル
ギバ通りでパレードに参加していた市民団体。
下 ： チュニスの女性警察官。雇用の平等など女性の権利保障
が進んだチュニジアでは多くの女性が社会で活躍する。

この見開き（p.12の選挙監視団の写真を除く）の写真：鷹木恵子撮影

シディブジッドの路上で野菜や果物を売る露天商。

市民が声を上げることで、
民主化へとつながりました

内陸部など地方の暮らし

女性が活躍する社会

日本の選挙監視団

革命の始まりと
なった町

桜美林大学リベラルアーツ学群 
教授、図書館長
鷹木恵子（たかき・けいこ）さん
　北海道生まれ。専攻は文化人類学、マ
グリブ地域研究（主にチュニジア）、社会
開発研究。チュニジア経済社会調査研究
所、アルジェリア開発応用調査研究所の
客員研究員などを歴任。主な著書に『チュ
ニジアを知るための60章』（編著、明石書
店）、『チュニジア革命と民主化―人類学的
プロセス・ドキュメンテーションの試み』（明
石書店）など。「アラブの春」から10年が経
過した現状をまとめた共著を執筆中で、2021
年春ごろに山川出版社から出版予定。

チュニジアは
アフリカ諸国との
南南協力も
目指しています

地中海に面する観光立国であり北海道の2倍ほどの面積の国、チュニジア。
2011年、「アラブの春」はこの国から広がっていった。
民主化移行を果たした背景と、この10年で起きたことを追う。

民主化移行を果たした
チュニジア

チュニジア

中東のいま
「アラブの春」から10年

特集
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い
る
。

持
続
的
で

付
加
価
値
の
高
い
漁
業
へ

　

当
事
者
同
士
で
グ
ル
ー
プ
や
組
合
を

立
ち
上
げ
、
持
続
的
な
事
業
の
営
み
と

生
計
の
確
保
に
貢
献
し
て
い
る
例
で
は
、

南
東
部
に
位
置
す
る
ガ
ベ
ス
湾
で
の

「
ガ
ベ
ス
湾
沿
岸
水
産
資
源
共
同
管
理

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
も
あ
る
。

 

〝
地
中
海
の
ゆ
り
か
ご
〞
と
も
い
わ
れ

る
ガ
ベ
ス
湾
に
は
豊
富
な
水
産
資
源
が

あ
り
、
漁
業
が
重
要
な
産
業
と
な
っ
て

い
る
が
、
革
命
後
に
は
当
局
の
漁
業
監

視
体
制
が
弱
ま
っ
た
こ
と
も
あ
っ
て
違

法
操
業
が
増
加
し
た
。
大
型
の
底
引
き

網
船
に
よ
る
乱
獲
や
、
産
卵
や
稚
魚
の

生
育
場
と
し
て
重
要
な
役
割
を
も
つ
藻

場
の
破
壊
が
進
ん
で
生
態
系
が
壊
さ
れ
、

水
産
資
源
が
減
少
し
て
し
ま
っ
た
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
違
法
な
底
引

き
網
船
が
沿
岸
漁
場
へ
侵
入
す
る
こ
と

を
防
い
だ
り
、
魚
類
の
繁
殖
を
促
進
し

た
り
す
る
た
め
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の

人
工
漁
礁
を
設
置
す
る
な
ど
、
違
法
漁

業
対
策
や
水
産
資
源
の
回
復
に
取
り
組

ん
だ
。
ま
た
、
漁
業
者
た
ち
自
身
で
沿

岸
の
資
源
管
理
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
つ

く
る
こ
と
が
大
切
だ
と
し
、
漁
業
者
グ

ル
ー
プ
の
立
ち
上
げ
に
協
力
し
た
。

　

J
I
C
A
チ
ュ
ニ
ジ
ア
事
務
所
員

の
辻
井
亮
さ
ん
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
意

義
を
話
す
。「
革
命
に
は
、
違
法
操
業

の
蔓
延
の
よ
う
に
負
の
影
響
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
問
題
に
対
し
て
、
水
産
資

事
業
だ
。

　

融
資
を
受
け
た
男
性
用
シ
ャ
ツ
の
デ

ザ
イ
ン
・
製
造
を
す
る
メ
ー
カ
ー
の
担

当
者
は
、「
現
物
担
保
を
出
さ
ず
に
融

資
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
て
助
か
っ
た
。

融
資
を
受
け
、
設
備
投
資
や
雇
用
を
増

や
す
こ
と
が
で
き
た
の
で
売
り
上
げ
も

増
え
て
い
る
」
と
話
す
。
2
0
0
7

年
か
ら
16
年
ま
で
実
施
し
た
こ
の
事

業
で
は
、
3
0
5
件
の
融
資
を
行
い
、

7
6
6
6
人
の
雇
用
創
出
・
維
持
と

い
う
成
果
を
生
ん
だ
。

　

さ
ら
に
、
製
造
や
サ
ー
ビ
ス
の
現
場

な
ど
仕
事
の
あ
ら
ゆ
る
面
で
製
品
の
質

や
生
産
性
の
向
上
を
つ
ね
に
目
指
し
、

作
業
内
容
の
見
直
し
を
行
う
「
カ
イ
ゼ

ン
」
活
動
を
伝
え
る
協
力
も
「
品
質
・

生
産
性
向
上
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
一
環

と
し
て
実
施
し
た
。
参
加
し
た
企
業
で

は
、
生
産
性
が
2
倍
以
上
に
向
上
し
た

例
や
不
良
品
の
発
生
率
が
半
減
す
る
な

ど
の
効
果
も
出
て
い
る
。

　

こ
の
ほ
か
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
の
教
育
水

準
の
高
さ
を
生
か
し
て
新
し
い
産
業
や

雇
用
を
生
み
出
す
た
め
に
、
首
都
近
郊

の
ボ
ル
ジ
ュ
・
セ
ド
リ
ア
・
テ
ク
ノ
パ
ー

ク
の
建
設
（
研
究
開
発
、
高
等
教
育
拠

点
の
設
立
や
日
本
へ
の
留
学
生
派
遣
を

含
む
）
や
、
同
テ
ク
ノ
パ
ー
ク
を
通
じ

た
日
本
の
大
学
機
関
と
の
共
同
研
究
支

援
、
研
究
成
果
の
活
用
な
ど
産
学
連
携

も
推
進
し
て
い
る
。

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
の
広
が
り

　

革
命
後
も
若
年
層
を
中
心
に
失
業
率

源
を
自
分
た
ち
で
共
同
管
理
し
、
ル
ー

ル
を
つ
く
り
、
そ
れ
を
重
ん
じ
る
と
い

う
よ
う
に
意
識
を
変
え
て
い
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
」。
ま
た
、
水
産
物
に
新

た
な
付
加
価
値
を
付
け
て
、
販
売
す
る

と
い
う
活
動
も
開
始
。
現
地
で
は
食
さ

れ
ず
、
網
な
ど
を
破
る
害
種
扱
い
さ
れ

て
い
た
カ
ニ
に
新
た
な
水
産
物
と
し
て

の
価
値
が
見
い
だ
さ
れ
、
輸
出
さ
れ
る

よ
う
に
も
な
っ
た
。
そ
の
結
果
、
水
産

業
全
体
が
発
展
し
、
地
方
の
貧
し
い
漁

民
の
収
入
も
増
加
し
た
と
い
う
。

中
小
企
業
支
援
や

産
学
連
携
で
雇
用
を
創
出

　

失
業
率
の
高
さ
に
対
し
て
は
、
産
業

競
争
力
そ
の
も
の
を
強
化
し
て
新
規
雇

用
を
生
み
出
し
て
も
ら
う
た
め
の
「
民

間
投
資
支
援
事
業
」
に
取
り
組
ん
だ
。

繊
維
や
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
な
ど
の
製
造

業
、
観
光
や
運
送
、
I
T
系
な
ど
の

サ
ー
ビ
ス
業
の
中
小
企
業
を
支
援
す
る

た
め
の
低
利
で
中
長
期
の
融
資
を
行
う

「
社
会
の
重
要
な
過
渡
期
だ
か
ら
こ
そ
、

民
主
主
義
の
定
着
と
北
ア
フ
リ
カ
地
域

の
安
定
の
た
め
、
日
本
や
欧
米
諸
国
が

チ
ュ
ニ
ジ
ア
に
協
力
す
る
こ
と
は
重
要

で
、
J
I
C
A
の
役
割
は
以
前
に
も

増
し
て
高
ま
っ
て
い
ま
す
」

　

J
I
C
A
は
1
9
7
5
年
に
チ
ュ

ニ
ジ
ア
に
事
務
所
を
設
立
し
、
現
地
の

課
題
に
向
き
合
っ
た
協
力
を
続
け
て
き

た
。
た
と
え
ば
地
域
間
の
格
差
是
正
に

取
り
組
む
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し

て
「
総
合
植
林
事
業
（
Ⅱ
）」
が
あ
る
。

国
内
の
最
貧
困
層
が
暮
ら
す
北
西
部
の

山
間
で
、
植
林
を
含
め
た
森
林
整
備
や

地
域
住
民
の
生
活
環
境
改
善
に
協
力
す

る
事
業
だ
。

　

そ
の
成
果
は
す
で
に
表
れ
て
い
る
。

「
こ
の
地
域
で
は
水
く
み
に
毎
日
約
4

時
間
、
薪
や
家
畜
の
飼
料
集
め
に
約
1

時
間
半
か
ら
3
時
間
か
け
る
よ
う
な
暮

ら
し
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
家
庭
用

雨
水
貯
水
槽
を
設
置
し
た
り
、
燃
焼
効

率
が
よ
く
薪
が
少
な
く
て
す
む
窯
を

使
っ
て
も
ら
っ
た
り
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。
そ
う
す
る
こ
と
で
、
ほ
か
の
作

業
や
仕
事
に
時
間
を
か
け
ら
れ
る
よ
う

に
な
り
、
植
物
か
ら
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル

オ
イ
ル
を
精
製
し
た
り
、
養
蜂
を
始
め

た
り
す
る
な
ど
現
金
収
入
を
得
ら
れ
る

ビ
ジ
ネ
ス
が
生
ま
れ
ま
し
た
」
と
諸
星

さ
ん
。
こ
れ
ら
の
活
動
は
、
各
地
域
に

組
織
さ
れ
た
農
業
共
同
組
合
を
通
じ
て
、

地
域
住
民
た
ち
が
参
加
し
て
策
定
し
た

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
開
発
計
画
に
よ
る
も
の

で
、
彼
ら
の
自
助
努
力
が
実
を
結
ん
で

総合植林事業（Ⅱ）では、薪の
使用量を減らすために燃焼効
率のいい窯を導入した。その窯
でパンを焼いている。

新しいビジネスとしてエッセンシャル
オイルの精製も始めた。

ガベス湾で違法操業対策や魚類の繁殖のために行った人工漁礁設置作業。

上 ： これまで食されていなかったカニを新たな産品として
輸出するようになった。
下 ： 漁業者同士でグループをつくり、水産資源管理につ
いて話し合う。

JICAが北西部で行った総合植林事業（Ⅱ）で植樹を行う地元の男性。生産性向上を目指し、カイゼンが導入された工場。

は
高
い
ま
ま
だ
が
、
今
、
そ
の
世
代
を

中
心
に
ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
（
独
創
的
な

新
し
い
事
業
の
立
ち
上
げ
や
会
社
の
起

業
）
が
広
が
り
を
見
せ
て
い
る
。
チ
ュ

ニ
ジ
ア
政
府
も
、
税
制
面
な
ど
で
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
法
律
を

2
0
1
8
年
に
施
行
し
た
。

　

辻
井
さ
ん
は
、「
も
と
も
と
教
育
水

準
が
高
い
国
で
す
ぐ
れ
た
人
材
も
そ

ろ
っ
て
い
る
た
め
、
事
業
の
ク
オ
リ

テ
ィ
が
高
い
と
い
う
評
価
を
、
ア
フ
リ

カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
国
々
か
ら
も
得
て

い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
技
術
関
係
の
事
業

だ
け
で
は
な
く
、
ロ
ー
ズ
マ
リ
ー
や
オ

リ
ー
ブ
な
ど
国
内
に
あ
る
天
然
植
物
資

源
の
研
究
開
発
や
商
品
開
発
を
行
う
ス

タ
ー
ト
ア
ッ
プ
も
あ
り
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア

独
自
の
事
業
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
」
と

話
す
。

　

J
I
C
A
も
20
年
1
月
か
ら
、
途

上
国
に
お
け
る
ビ
ジ
ネ
ス
・
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
創
出
に
向
け
た
起
業
家
支
援
活

動
「
P
r
o
j
e
c
t 

N
I
N
J
A

（
ニ
ン
ジ
ャ
）」
を
始
め
た
。
ア
フ
リ
カ

を
中
心
に
19
か
国
を
対
象
と
し
て
、
ビ

ジ
ネ
ス
・
プ
ラ
ン
・
コ
ン
テ
ス
ト
を
開

催
し
て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
後
の
新
し
い
暮
ら
し
の
な

か
で
、
革
新
的
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
や

テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
生
み
出
す
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
を
支
援
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。

チ
ュ
ニ
ジ
ア
か
ら
も
参
加
が
あ
り
、
若

年
層
な
ど
に
よ
る
取
り
組
み
が
地
域
間

格
差
や
失
業
率
の
改
善
に
つ
な
が
る
こ

と
が
期
待
さ
れ
る
。

地域間格差を是正新しいルールづくり

植樹で
新しいビジネスも
生まれています

水産資源の守り方を
みんなで考えるように

なりました

効率的で
働きやすい
職場に！

中東のいま
「アラブの春」から10年
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